
■第35回日本聴神経腫瘍研究会　一般演題　採択演題一覧【登録番号順】

登録番号 演題番号 セッション名 テーマ 日付 開始時間 終了時間 会場 演題名

10000 AN1-3 指定・一般演題1 診療と治療法の選択 6月19日 9:50 10:40 第3会場 大型前庭神経鞘腫に対すリスク・コントロール型摘出へのパラダイムシフト

10001 AN2-1 一般演題2 分子生物学的アプローチ 6月19日 11:50 12:20 第3会場 NF2・神経鞘腫に対する遺伝子解析とドラッグリポジショニング

10017 AN7-2 一般演題7 出血・血腫・髄液漏　 6月19日 17:25 17:55 第3会場 聴神経腫瘍手術における出血性合併症とその予防法について

10018 AN9-1 一般演題9 ガンマナイフ治療 6月19日 14:55 15:40 第4会場 ガンマナイフ治療前後で聴力評価をしえた後頭蓋窩髄膜種の経験

10020 AN8-2 一般演題8 画像・形態 6月19日 14:25 14:55 第4会場 聴神経腫瘍の進展様式と嚢胞形態に着目したMRI形態解析と臨床的意義

10024 AN2-2 一般演題2 分子生物学的アプローチ 6月19日 11:50 12:20 第3会場 聴神経腫瘍におけるMMPの役割

10025 AN6-2 一般演題6 手術手技の工夫 6月19日 16:40 17:25 第3会場 聴神経腫瘍手術における外側後頭下開頭の工夫

10026 AN1-5 指定・一般演題1 診療と治療法の選択 6月19日 9:50 10:40 第3会場 後期高齢者聴神経腫瘍に対する治療戦略

10029 AN9-2 一般演題9 ガンマナイフ治療 6月19日 14:55 15:40 第4会場
聴神経腫瘍に対するガンマナイフ治療の長期腫瘍制御：10年以降の画像フォローは
必要か

10031 AN6-6 一般演題6 手術手技の工夫 6月19日 16:40 17:25 第3会場 Koos4聴神経腫瘍に対する顕微鏡手術と内視鏡手術の使い分けについて

10037 AN2-3 一般演題2 分子生物学的アプローチ 6月19日 11:50 12:20 第3会場 前庭神経鞘腫におけるNF2非依存性遺伝子異常の頻度と臨床的特徴

10038 AN5-4 一般演題5 顔面神経モニタリング・マッピング 6月19日 15:45 16:20 第3会場 聴神経腫瘍摘出術における内耳道fundus開放手技　-顔面神経機能温存のために-

10041 AN10-3 一般演題10 味覚・副神経 6月19日 15:40 16:10 第4会場 舌下神経麻痺で発症した副神経鞘腫の検討

10042 AN9-6 一般演題9 ガンマナイフ治療 6月19日 14:55 15:40 第4会場
ガンマナイフ照射後24年経過して脳幹内に増大する嚢胞を形成し手術加療を要した聴
神経腫瘍の１例

10044 AN4-1 一般演題4 聴力と手術 6月19日 15:15 15:45 第3会場 聴力温存手術における術中ABRの意義-術前予測因子および術後聴力との関連-

10045 AN11-4 一般演題11 疫学・症例 6月19日 16:10 16:45 第4会場 小脳橋角部に発生した悪性リンパ腫の臨床的・病理学的検討

10046 AN8-4 一般演題8 画像・形態 6月19日 14:25 14:55 第4会場 中型聴神経腫瘍における後頭蓋窩形態と腫瘍進展様式の関連

10052 AN3-4 一般演題3　 聴力・平衡 6月19日 14:25 15:15 第3会場 聴神経腫瘍における蝸牛障害の検討 ―TEN検査による死滅領域の解析：第2報―

10053 AN7-1 一般演題7 出血・血腫・髄液漏　 6月19日 17:25 17:55 第3会場 放射線治療後に遅発性症候性腫瘍内出血を来した聴神経鞘腫の臨床像と手術所見

10054 AN4-3 一般演題4 聴力と手術 6月19日 15:15 15:45 第3会場 聴力温存を企図して不成功に終わった聴神経腫瘍8例の検討

10060 AN10-1 一般演題10 味覚・副神経 6月19日 15:40 16:10 第4会場 聴神経腫瘍周術期における味覚障害についての検討

10064 AN9-5 一般演題9 ガンマナイフ治療 6月19日 14:55 15:40 第4会場
ガンマナイフ治療が失敗した再発性前庭神経鞘腫に対する救済手術後の残存腫瘍の
長期予後について

10073 AN9-4 一般演題9 ガンマナイフ治療 6月19日 14:55 15:40 第4会場 ガンマナイフ治療後増大例において機能温存を意図した腫瘍部分摘出の妥当性

10077 AN11-2 一般演題11 疫学・症例 6月19日 16:10 16:45 第4会場 70歳以上聴神経腫瘍手術症例の臨床的特徴と周術期課題

10078 AN5-2 一般演題5 顔面神経モニタリング・マッピング 6月19日 15:45 16:20 第3会場
聴神経腫瘍摘出術における腫瘍被膜越し顔面神経刺激強度と残存腫瘍厚および術
直後顔面神経麻痺との関連

10083 AN1-4 指定・一般演題1 診療と治療法の選択 6月19日 9:50 10:40 第3会場 準緊急手術を要した聴神経鞘腫の検討

10084 AN3-2 一般演題3　 聴力・平衡 6月19日 14:25 15:15 第3会場 聴神経腫瘍の手術前後の健側の聴力・平衡機能に関する検討

10086 AN3-5 一般演題3　 聴力・平衡 6月19日 14:25 15:15 第3会場
小型前庭神経鞘腫の増大を予測する定量的パラメーターの開発：重心動揺速度の時
間依存的腫瘍増大予測能

10088 AN6-5 一般演題6 手術手技の工夫 6月19日 16:40 17:25 第3会場 当院での、聴神経腫瘍に対する、外視鏡下手術の初期経験の報告

10099 AN8-3 一般演題8 画像・形態 6月19日 14:25 14:55 第4会場
小脳橋角部腫瘍の周術期脳室拡大の検討：Evans indexによる追加治療症例の定量
評価

10101 AN9-3 一般演題9 ガンマナイフ治療 6月19日 14:55 15:40 第4会場 聴神経腫瘍に対する定位放射線治療：ガンマナイフとZAP-Xの比較検討

10107 AN3-6 一般演題3　 聴力・平衡 6月19日 14:25 15:15 第3会場 NF2の聴神経腫瘍のサイズ増加と聴力推移の検討

10112 AN11-3 一般演題11 疫学・症例 6月19日 16:10 16:45 第4会場 長期経過観察中に自然縮小を認めた聴神経腫瘍の5例

10122 AN4-2 一般演題4 聴力と手術 6月19日 15:15 15:45 第3会場 顕微鏡手術の利点を活かした聴神経腫瘍の聴力温存手術

10131 AN2-4 一般演題2 分子生物学的アプローチ 6月19日 11:50 12:20 第3会場 頭蓋内神経鞘腫における発生部位別遺伝子解析

10133 AN10-2 一般演題10 味覚・副神経 6月19日 15:40 16:10 第4会場 見逃されやすい聴神経腫瘍術後味覚障害：3症例の臨床経過

10137 AN7-3 一般演題7 出血・血腫・髄液漏　 6月19日 17:25 17:55 第3会場 術中血腫の流れ込みにより水頭症を合併した１例

10138 AN5-5 一般演題5 顔面神経モニタリング・マッピング 6月19日 15:45 16:20 第3会場 聴神経腫瘍摘出時の継続的助手主導顔面神経マッピング：プローブ追跡戦略

10139 AN5-1 一般演題5 顔面神経モニタリング・マッピング 6月19日 15:45 16:20 第3会場
小脳橋角部腫瘍に対するFacial functional MRIに基づく個別化経頭蓋顔面神経モニタ
リングの有用性

10143 AN7-4 一般演題7 出血・血腫・髄液漏　 6月19日 17:25 17:55 第3会場 聴神経腫瘍手術での髄液漏ゼロを目指して

10145 AN3-3 一般演題3　 聴力・平衡 6月19日 14:25 15:15 第3会場
AIモデルによる標準化オージオグラムを用いた聴神経腫瘍と非腫瘍性感音難聴の判
別

10146 AN3-1 一般演題3　 聴力・平衡 6月19日 14:25 15:15 第3会場 めまい・難聴患者における小脳橋角部病変の罹患率の変化

10147 AN1-2 指定・一般演題1 診療と治療法の選択 6月19日 9:50 10:40 第3会場 聴神経腫瘍の手術適応・ 放射線治療適応・経過観察適応と我々の手術戦略
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10149 AN4-4 一般演題4 聴力と手術 6月19日 15:15 15:45 第3会場 稀な蝸牛内神経鞘腫の手術経験

10150 AN11-5 一般演題11 疫学・症例 6月19日 16:10 16:45 第4会場 確定診断に至らず不幸な転帰をたどった内耳道内転移性悪性腫瘍症例

10151 AN6-3 一般演題6 手術手技の工夫 6月19日 16:40 17:25 第3会場 The modified Frankfort horizontal planeを使用した外側後頭下開頭

10152 AN6-4 一般演題6 手術手技の工夫 6月19日 16:40 17:25 第3会場 Supine lateralの聴神経腫瘍摘出術ー当施設でのParkbenchとの成績比較

10154 AN3-7 一般演題3　 聴力・平衡 6月19日 14:25 15:15 第3会場 ベバシズマブ投与を行ったNFII症例の長期経過について

10155 AN8-1 一般演題8 画像・形態 6月19日 14:25 14:55 第4会場 3Dシミュレーションを用いた聴神経腫瘍に対する被膜内摘出の手順可視化

10157 AN6-1 一般演題6 手術手技の工夫 6月19日 16:40 17:25 第3会場
聴神経腫瘍の高症例施設における初期執刀例の経験―段階的教育システムの中で
育成された術者による２症例―

10159 AN11-1 一般演題11 疫学・症例 6月19日 16:10 16:45 第4会場 聴神経腫瘍例の症状について

10160 AN10-4 一般演題10 味覚・副神経 6月19日 15:40 16:10 第4会場 術後に持続する副神経のspasmを認めた聴神経腫瘍の一例

10163 AN5-3 一般演題5 顔面神経モニタリング・マッピング 6月19日 15:45 16:20 第3会場 聴神経腫瘍における顔面神経および前庭蝸牛神経走行の術前画像診断の検討
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